
平成 23 年２月 24 日

明石市長 北 口 寛 人 様

明石市行政評価委員会

委員長 古賀 智敏

平成 22 年度 明石市行政評価報告書（指定管理業務編）

このたび、平成 21 年度に指定管理者制度を導入した施設の指定管理業務について、

委員会による外部評価を実施したので、下記のとおり報告する。

記

１ 評価の目的及び対象

明石市が設置し指定管理者が管理運営する公の施設について、その管理運営が適正に実施さ

れているかどうかを評価し、その結果を業務改善に反映させ、市民サービスの一層の向上を図

ることを目的として行うものである。

平成 22 年度の評価対象施設は、平成 21 年度に新たに指定管理者制度を導入した「ふれあい

プラザあかし西」及び「明石市立知的障害児通園療育施設」の２施設とした。

２ 評価方法

市では、指定管理業務の実施状況を確認し必要な指導・監督を行うため、所管課において指

定管理者から定期的な報告を求めるとともに、指定管理者とのミーティングや必要に応じた立

ち入り検査を行うなどのモニタリングを通じて協定書どおり業務が実施されているかをチェッ

クしている。

そして、年度終了後は指定管理者から提出された事業報告書等に基づき、「顧客満足度」、

「事業達成度」及び「収支状況」の３項目について、所管課による評価を行い、その結果

を市議会へ報告し、市民へも市ホームページ等において公表している。

また、指定管理者が管理運営する公の施設の出納関連事務については、監査委員による収支

状況の詳細なチェックが行われている。

こうしたことから、行政評価委員会としては、評価の重複をさけるため、所管課による評価

を第一次評価と位置付け、所管課が作成する評価シート等に基づいて所管課ヒアリングを行い、

「市の指導・監督状況」及び「市民サービスの向上」の２項目について、第二次評価（外部評

価）として４段階（Ｓ・Ａ・Ｂ・Ｃ）で評価を行った。

なお、評価の決定に当たっては、委員の多数決をもって委員会としての評価を決定（同数の

場合は委員長の裁定により決定）し、委員会としての評価の理由と改善すべきポイントをまと

めることとした。
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３ 評価結果

(1) 評価結果一覧表

№ 施設名 指定管理者名 所管課

１ ふれあいプラザあかし西 ハートフルしんき 福祉部福祉総務課

各委員の評価結果

Ｓ Ａ Ｂ Ｃ

委員会

評価結果市の指導・監督状況

１人 ３人 １人 Ａ

各委員の評価結果

Ｓ Ａ Ｂ Ｃ

委員会

評価結果市民サービスの向上

５人 Ａ

※委員会評価結果は委員の多数決をもって決定（同数の場合は委員長の裁定により決定）

№ 施設名 指定管理者名 所管課

２ 知的障害児通園療育施設
社会福祉法人

三田谷治療教育院
福祉部障害福祉課

各委員の評価結果

Ｓ Ａ Ｂ Ｃ

委員会

評価結果市の指導・監督状況

３人 １人 １人 Ｓ

各委員の評価結果

Ｓ Ａ Ｂ Ｃ

委員会

評価結果市民サービスの向上

１人 ３人 １人 Ａ

※委員会評価結果は委員の多数決をもって決定（同数の場合は委員長の裁定により決定）

（評価凡例）

評価項目 評価基準 判定 内容

Ｓ 適切な指導・監督が大いに認められる

Ａ 適切な指導・監督が認められる

Ｂ 適切な指導・監督があまり認められない

市 の 指 導 ・

監督状況

施設の設置者として、指

定管理者に対し適切な指

導・監督ができているか
Ｃ 適切な指導・監督が認められない

Ｓ 市民サービスの向上が大いに認められる

Ａ 市民サービスの向上が認められる

Ｂ 市民サービスの向上があまり認められない

市 民 サ ー ビ

スの向上

指定管理者制度の導入

後、市民サービスは向上

しているか
Ｃ 市民サービスの向上が認められない
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(2) 評価コメント

№ 施設名

１ ふれあいプラザあかし西

各委員の評価の理由 改善すべきポイント

市の

指導・監

督状況

・マニュアルを作成し、それに従って適切に指導・

監督・改善を行っている。

・初年度にしては実績をあげ、マニュアルも作成し

ているが、それを具体的にどう使用しているかが

見えにくい。

・アンケートの結果を分析し、事業の運営を改善す

る取組みが不足している。

市民

サービス

の向上

・新規施設ということで、指定管理としたことによ

る向上か否かは不明だが、アンケート結果からは

満足しているとうかがえる。

・アンケート結果が大変良いが、項目を見直す必要

がある。

・さらなるＰＲに努めることで、貸館利用率を向上

させる余地がある。

・採算を取ることが目的ではない福祉施設である

が、コスト意識を持って運営にあたってほしい。

・収益事業を検討してほしい。

・アンケートのやり方について、市が

主体となってアンケートの項目を選

び、実態が反映されるものにすべき

である。

・アンケートの結果分析をもっと詳細

にすべきである。

・施設管理面と事業運営面の指導に関

して、それぞれの市の所管課間で十

分な連携を図ってほしい。

・マニュアル等は整備されているの

で、これに沿った運用を図ることで

より実効性のある指導・監督を心が

けてほしい。

・利用者の増加に向けて、目標を掲

げ、目標の達成状況を常に意識する

という姿勢で取り組むべきである。

・更なる利用者の増加に向け、イベン

ト･研修等の充実を図るべきである。

➪評価シート：P5～P9

№ 施設名

２ 知的障害児通園療育施設

各委員の評価の理由 改善すべきポイント

市の

指導・監

督状況

・保護者の意向を聞きながら社会参加について検討

し、就学後も見据えた継続性のある事業を実施し

ている。

・アンケート結果に対し、具体的に年度中に対応を

変更させるなど、迅速な改善が図られている。

・幼稚園等他の施設との連携に当たって、市が主体

となって取り組んでいる。

・デイサービスの利用者数と定員数の差を埋める方

法を考える必要がある。

市民

サービス

の向上

・保護者ＯＢ会の設立に向けて取り組んでいる。

・アンケート実施にあたり、もっと市が主体的に行

うべき。

・調査結果がよくフィードバックされている点は評

価できるが、その成果は現時点では不明。

・対象者数の把握が十分にできていない。

・新規施設ということで、指定管理としたことによ

る向上か否かは不明だが、アンケート結果からは

満足しているとうかがえる。

・発達支援センターを仲介して新たな事業に取り組

んでいる。

・新たな取り組み１年目ということで、まだ改善の

余地があるためＳとはしなかった。

・保護者間の集まりを私的なものに終

わらせず、さらに細かい部分までの

支援体制を継続できるように取り組

んでほしい。

・事業者間のネットワークを構築させ

るようなサービスを提供してほし

い。

・障害児の持つ才能をできるだけ開花

できるような支援を引き続き継続し

てほしい。

・施設で働く職員に対する積極的な評

価やケア等モチベーションの維持・

向上に繋がる取組みを行ってほし

い。

➪評価シート：P10～P13 
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４ 明石市行政評価委員会

(1) 委員会の構成

委員会は、市民の目線や民間企業経営の視点など外部の視点から行政評価を行うため、

次のとおり学識経験者や公募市民から構成されている。

（敬称略・五十音順）

氏 名 所 属 等 備 考

井上
いのうえ

あい子 公募市民

岡野
お か の

秀章
ひであき

公認会計士・税理士（岡野公認会計士事務所）

古賀
こ が

智敏
ち と し

同志社大学特別客員教授 委員長

村瀬
む ら せ

孝志
た か し

公募市民

米田
よ ね だ

耕士
こ う じ

弁護士（多聞法律事務所） 副委員長

(2) 所掌事務

① 市の事務事業に対する評価に関すること。

② 指定管理業務に対する評価に関すること。

(3) 評価スケジュール

委員会 開催日 審議内容

第１回 平成22年７月９日（金） ○指定管理業務の評価方法の審議・決定

第２回 平成22年７月28日（水）
○指定管理業務評価の所管課ヒアリング

○意見交換・全体協議

第３回 平成22年８月16日（月） ○行政評価報告書（指定管理業務編）の作成
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　ふれあいプラザあかし西 　福祉部福祉総務課

1 指定管理者

①指定管理者

②事業期間

③管理体制

2 顧客満足度

①アンケート調査
の実施状況

②アンケート調査
の結果

③利用者からの
主な苦情とその
対応等

所管課名

平成21年度

<自主事業（さざなみコンサート）の入場者アンケート>
５月～３月　　回答数　　４１３件
<職員の応対、貸室手続き、来館目的等>
前期分（５月、８月）　回答数　　１０１件
後期分（１１月、２月）　回答数　　２００件
<子育て支援センター>
職員の応対、参加したイベント等　１０月　回答数　２３件

＜来館者アンケート＞
・自主事業の入場者対象（回答数４１３件）
（さざなみコンサートについて）
　 大変良い　６３．２％、　良い　２８．６％、　悪い　０．２％、
　 改善が必要　０．５％、 未記入　７．５％

＜貸室等利用者アンケート＞
・貸室等利用者対象（回答数１０１件）
（職員の対応）
　　大変良い　６３．０％、 良い　３７．０％、 普通　０．０％、 悪い　０．０％

＜貸室等利用者アンケート＞
・貸室等利用者対象（回答数２００件）
（職員の対応）
　 大変良い　６５．０％、良い　２７．０％、 普通　７．０％、 悪い　０．０％、 未記入　１．０％
（施設の清潔さ）
 　大変きれい　７５．０％、 きれい　２４．０％、 普通　１．０％、　汚い　０．０％
（館内掲示物）
　 大変良い  ２５．０％、　良い ５６．５％、　普通　１６．０％、　悪い ０．５％、未記入２．０％
（館内BGM）
 　大変良い　２０．０％、 良い ４８．０％、 普通　２４．０％、　悪い　０．５％、　未記入　７．５％

<子育て支援センター>
・センター利用者対象（回答数２３件）
（職員の応対）
　　大変良い　９１．３％、 良い　８．７％、 悪い　０．０％、 大変悪い　０．０％

・休館日に休館の表示が無いとの苦情があり、休館日をお知らせする看板を作成し、休館日に
は各出入口に設置した。
・運動室の卓球台が１台しかなく、待ち時間が長くなるので卓球台を追加して欲しいとの要望に
応え、新たに卓球台を１台追加した。
・運動室で卓球の球がカーテンの下に入り込むとの苦情があり、ガードを購入し設置した。

指定管理業務評価シート

・アンケート結果から、自主事業「さざなみコンサート」の内容、また貸室等の利用者からの職員
の応対について、一定の評価を得ている。
・施設内に利用者、事業参加者への案内等の各種掲示や、意見、要望についても回答をつけて
施設内に掲示をすみやかに行っている。
・施設に関しては、指定管理者が常に清潔さを保つことを心がけるとともに、館内ＢＧＭを流すこ
とにより利用者の心のやすらぎへの配慮が伺える。

・施設長１人　・保健師1人　・健康運動指導士1人
・栄養士２人　・保育士４人　・一般事務等５人
     ［合計１４人(非常勤１人、パート３人を含む。)］

平成21年度実績

ハートフルしんき

平成２１年４月1日～平成２２年３月３１日（指定期間　平成２１年４月１日～平成２４年３月３１日）

施設名

所管課コメント
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3 事業達成度
(1) 事業・業務の実施状況

①運営業務

②維持管理業務

③自主事業

④その他の業務

<利便施設の運営>
・喫茶・軽食コーナーにおいて、顧客要望、季節にあったメニューを追加、入れ替えを行い、施設
利用者等の利用増と交流の場としている。

平成21年度実績

<ミニフェスｉｎふれあいプラザあかし西>
・障害者や利用者、地域住民を対象としたふれあい祭りを実施した。
　　　　　　　　　平成２１年７月２５日実施　　　　参加者約１，０００人
<さざなみコンサート>
・利用者や地域住民を対象にコンサートを開催した。
　　　　　　　　                             　１２回実施　　　参加者９３４人
<障害者等の福祉増進事業>
・ 障害のある方々の生きがいを高め、日常生活をより豊かに過していただくことを目標とし、
様々な活動の機会を提供した。
　　　　　　　　　ふれあいカルチャー教室２５回実施　参加者２２０人
　　　　　　　　　ハッピーホリデー　　　　　　６回実施　参加者　６２人
<地域福祉活動推進事業>
・ 福祉への理解とボランティア活動へ参加するきっかけづくりの場を提供した。
　　　　　　　　　ボランティア体験教室　　１２回実施　参加者　９８人
<健康づくり事業>
・市民を対象に健康づくり教室を行った。
　　　　　　　　　オープン体操　　　　１４８回実施　参加者５，３０４人
　　　　　　　　　健康教室（１７回）、栄養教室（１３回）、年齢別健康づくり運動教室（２４回）、
                  　スポーツ講習会(１２回)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　６６回実施　参加者１，１４６人
　　　　　　　　　健康相談（毎日）　　３４７回実施　相談者１，４０１人
<子育て支援事業>
・ 親子が気軽に集い、子育ての悩みを話し、お互いに情報交換を行なうことで、安心してゆとり
ある楽しい子育てができるよう支援を行った。
　　　　　　　　　ふれあいオープンルーム
　　　　　　　　　　　　　　                  ４９回実施　参加者２，４７６人
　　　　　　　　　子育てわいわいトーク
　　　　　　　　　　　　　                   ４８回実施 　参加者２，２３１人
　　　　　　　　　ブックスタート(６回)、おはなし会（１７回）、パネルシアター（１３回）、
                 　 親子体操（５回）、交通安全教室（１回）、親子クッキング（1回）
　　　　　　　　　　　　　                  ４３回実施　　参加者１，１５３人

設備等の維持管理については、専門技術者による日常管理及び毎月・四半期等の法令点検の
実施（業務従事者８人）を行い、適正な施設の維持管理に努めた。

ふれあいプラザあかし西　開館日数　　　３４７日
・受付窓口において、看護師等による健康相談を実施し、延べ１,４０１人の方から相談を受け、
気軽に相談できる窓口として親しまれた。
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(2) 施設等の利用状況

①施設利用状況

②その他の利用
状況

(3) その他

①職員研修の実
施状況

②個人情報保護
の対応状況

③情報公開の実
施状況

④緊急時等への
対応状況

⑤その他

4 収支状況

①収支状況

②使用料等の収
入状況

平成21年度実績

<貸館受付>　申込者数　    　　１，２１２人
<見 学 等>　　見学者数　　　　 ４，３８７人

＜貸室（貸出・事業分）の利用状況＞
 実施状況
　　　　　利用者数  ３３，５１７人
　　　　　利用回数    ２，２４６回

　　　　　稼動率　　   　３３．７％
　　　　（利用率） 　 　  ５４．１％

＜上記以外での利用状況＞
　　　　　利用者数
 　　　　　　子育てプレイルーム  ２８，５８０人
  　　　　　 図書コーナー             ４，０２０人
　　　　　　 健康相談等      　　　　 ２，４０１人

・使用料収入(貸室、駐車場等)  　　　　１,１７５千円
・雑入（行政財産使用料）　　　　　　　　 １,０４７千円

平成21年度実績

・オープン当初は、施設の認知度が低いため貸館利用率も低調であったが、施設の見学者は多
いという状況のなか、施設の認知度を高めるため積極的にメディアへの情報提供に努めている
ほか、ホームページでのＰＲ等により利用者が増加してきている。

・明石市情報公開条例及び関係法令にしたがって、開示請求があったときは、情報を提出する。
・公開請求等はない。

・防火管理者を選任し、施設内の他の団体と共同防火管理協議会を設置した。
・６月と１２月に総合消防訓練を実施するとともに、１２月の訓練では、総合消防訓練に合わせて
南海地震・東南海地震津波訓練を実施した。
・危機管理マニュアルを作成し、職員に周知した。

・施設の維持管理については、委託業務従事者により日常の設備運転や保守を適切に実施し
ている。
・自主運営事業については、事業計画どおり施設の設置目的に沿った事業実施がなされた。
・新規施設として、積極的にメディアへの情報提供とホームページ等により広報を行い、利用者
数が増加してきている。
・貸館事業についても、事業分の使用を含め稼動率、使用率ともオープン当初からは上昇してき
ている。

収入総額 １２４，３４３千円
　 指定管理料　   123,880千円
   平成21年度精算返還金
　             　           △21千円
　 その他　              ４８４千円
　

支出総額 １２４，３４３千円
  人件費　49,191千円、事務費　4,900千円、管理費
　45,573千円、 物件費　770千円、負担金　34千円、
　事業費　1,723千円、一般管理費　18,466千円、
　その他経費 3,686千円

平成21年度実績

・５月に、新型インフルエンザ対策に関する研修、市民救命士講習会の実施を行った。
・その他、運営に必要な各種研修会、講座に参加した。

所管課コメント

・収支状況については、適正に処理されている。
・協定締結額（１２３,８８０千円）に含まれる修繕料、光熱水費、備品購入費については、２１，３８
５円の減で精算したため、実質指定管理料は１２３，８５９千円になった。

所管課コメント

・５月に、明石市個人情報保護条例及び関係法令にかかる研修を実施し、その取り扱いについ
て徹底を図っている。
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5 所管課の評価（第一次評価）

6 市の指導・監督状況

①定期報告

②実地調査・ミー
ティング

③利用者アン
ケート、苦情・要
望等への対応

④翌年度の事業
計画

⑤その他

7 市民サービスの向上

取り組みの内容

平成21年度実績

評価項目 所 管 課 コ メ ン ト

顧客満足度

事業達成度

　顧客満足度については、自主事業入場者アンケート、貸室等利用者アンケートの調査結果に
よれば、利用者の満足度が高い。
  事業達成度でも、自主・運営事業、貸館業務、施設維持管理業務など当初の事業計画どおり
実施されている。
  その他、利用者の幅広い意見等を運営に反映させるため、地域や利用者の代表者、施設管理
者との意見交換の場として「管理運営協議会」が設置された。
  また、適正な収支状況であると認められるとともに、職員研修等の対応など適宜に実施されて
いる。
  以上のことから、平成２１年度において、指定管理者による適正な管理運営がなされていると
判断する。
  今後とも、適正かつ必要な指導監督に努め、一層の利用者増や良好な管理運営の継続を求
めていく。

収支状況

　月報、四半期及び年度事業報告について、作成を義務付けている。また、日々の業務日報に
ついてもメールにより提出させている。
　日報では、貸室利用の状況、プラザ事業の進捗状況及び施設維持管理状況等についてチェッ
クしている。
　月報では、職員勤務状況、自主・運営業務、貸館業務、施設維持管理状況、その他使用料の
徴収状況等について、業務自己評価を加え提出させている。四半期報告では、修繕実施報告、
備品購入報告、さらには収支報告を併せて提出させ、業務履行確認とした。年度報告にあって
は、事業計画に対して、実施状況（実績）、達成度分析を各業務において記載させ、指定管理者
にも自己評価をさせている。

　定例協議会は、ふれあいプラザあかし西において、月報、四半期報告に基づき基本は第３火
曜日に行った。ミーティングは、事務連絡等を含め週１回程度、緊急を要する場合は適宜、現地
指導を含め実施した。

  事業計画に基づき、施設の設置目的に沿った管理運営を実施した。新設施設として、前期は
施設の広報・宣伝に力を入れ、貸室利用率の向上や自主・運営事業参加者の増加を図った。
　年度途中から新型インフルエンザが流行し、子育て支援コーナーが閉鎖となるなど若干来館
者への影響があったが、後期は来館者も増加し、貸室利用率も上昇してきた。
　利用者は、高齢者や障がい者、乳幼児づれが多いという特徴があり、常に安全と清潔さに留
意し、また施設内をやわらかい雰囲気にするためＢＧＭ を流した。
　掲示物は月毎に交換し、顧客が必要とする情報の展示を心がけるとともに寄せられたご意見
には必ず回答を付けて掲示した。
　また、緊急時にも対応できるように全職員が市民救命士の資格を取得、ＡＥＤの使用方法も習
得した。
　職員の資質向上のため、各種研修を実施し、顧客サービスの向上を目指した。
　自主事業については、定員オーバーのものもあるが、定員に満たないものもあり、今後も広報
を工夫するなど、一層の利用が図られるように努めていきたい。

平成21年度実績

　施設利用者の要望や意見をお聞きするため、利用者と地域の代表者、施設管理者、施設設置
者からなる協議会を立ち上げに協力するとともに、協議会へは関係各部課長が出席した。また、
施設利用者、事業参加者の意見、要望のアンケートや投書箱に寄せられる要望等に対しては回
答をつけて施設内に掲示しており、大きなトラブルはなく、市へ直接寄せられた苦情、要望はな
かった。

　翌年度の事業計画については、９月までの定例協議会のなかで検討し、９月末までに提出さ
せ事業内容の確認を行った。上半期分の実施事業の内容を精査するなかで、新たな事業実施
の提案、事業回数の増などについては関係との協議のうえ、事業提案を行うよう指導した。

　平成２２年度から実施される改正省エネ法に対処するため、設備機器台帳の整備、管理標準
及び判断基準について、事前の協議を行った。
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8 行政評価委員会の評価（第二次評価）

（評価凡例）

評価項目 判　定

Ｓ

Ａ

Ｂ 適切な指導・監督があまり認められない

Ｃ 適切な指導・監督が認められない

Ｓ

Ａ

Ｂ

Ｃ 市民サービスの向上が認められない

市の指導・監督状
況

市民サービスの向
上

改善すべきポイント

・収益事業を検討してほしい。
・アンケートのやり方について、市が主体となってアンケートの項目を選び、実態が反映されるものにすべきであ
る。
・アンケートの結果分析をもっと詳細にすべきである。
・施設管理面と事業運営面の指導に関して、それぞれの市の所管課間で十分な連携を図ってほしい。
・マニュアル等は整備されているので、これに沿った運用を図ることでより実効性のある指導・監督を心がけてほ
しい。
・更なる利用者の増加に向け、イベント・研修等の充実を図るべきである。

・マニュアルを作成し、それに従って適切に指導・監督・改善
を行っている。
・初年度にしては実績をあげ、マニュアルも作成しているが、
それを具体的にどう使用しているかが見えにくい。
・アンケートの結果を分析し、事業の運営を改善する取組み
が不足している。

・新規施設ということで、指定管理としたことによる向上か否
かは不明だが、アンケート結果からは満足しているとうかが
える。
・アンケート結果が大変良いが、項目を見直す必要がある。
・さらなるＰＲに努めることで、貸館利用率を向上させる余地
がある。
・安価で立派な施設である。
・採算を取ることが目的ではない福祉施設であるが、コスト
意識を持って運営にあたってほしい。

市民サービスの向上があまり認められない

内　　　容

適切な指導・監督が大いに認められる

適切な指導・監督が認められる

市民サービスの向上が大いに認められる

市民サービスの向上が認められる

各委員の評価の理由
評価項目 評価基準 判定

各委員の評価結果

市民サービスの向上
指定管理者制度の導入
後、市民サービスは向上

しているか
Ａ

市の指導・監督状況
施設の設置者として、指
定管理者に対し適切な指
導・監督ができているか

Ａ

Ｓ Ａ Ｂ Ｃ

１人 ３人 １人

Ｓ Ａ Ｂ Ｃ

５人
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明石市立知的障害児通園
療育施設

福祉部障害福祉課

1 指定管理者

①指定管理者

②事業期間

③管理体制

2 顧客満足度

①アンケート調査
の実施状況

②アンケート調査
の結果

③利用者からの
主な苦情とその
対応等

3 事業達成度
(1) 事業・業務の実施状況

①運営業務

②維持管理業務

③自主事業

④その他の業務

所管課名

・わかりやすい情報提供のためパンフレットを作成した。
・虐待防止に関しては、職員の意識向上を図り、常日頃の子どもの状態に細心の注意を払うよう
職員に対して指導している。

平成21年度

＜通園施設利用者アンケート（６月～３月実施）＞
・通園施設利用の保護者を対象に、「療育状況の公開」、「施設利用」等について、アンケートを
実施。対象者数　３３人
＜児童デイサービス利用者アンケート（６月～３月実施）＞
・児童デイサービス利用の保護者を対象に、「就園サポート」、「サービス利用」等について、アン
ケートを実施。対象者数　５３人

＜通園施設利用者アンケート＞
・療育状況の公開・・・大変満足・満足７３％　普通２１％　不満６％
・就園サポート・・・大変満足・満足７０％　普通３０％
・施設利用・・・大変満足・満足１００％
・家庭での支援・・・大変満足・満足７２％　普通２８％
＜児童デイサービス利用者アンケート＞
・就園サポート・・・大変満足・満足５５％　普通４５％
・サービス利用・・・大変満足・満足７８％　普通２２％
・家庭での支援・・・大変満足・満足３７％　普通６３％

・児童デイサービス利用者の保護者から、午後のデイサービス開始時間を幼稚園終了時間にあ
わせてほしいとの意見があり、平成２２年４月から開始時間を変更する。
・自由な意見等を聞くために、平成２２年２月から「ご意見箱」を玄関前に設置した。

指定管理業務評価シート

・通園施設のアンケート結果から、大変満足・満足している者の割合が各項目で７０％を超えて
おり、利用者ニーズにそった療育が行われていることが認められる。
・児童デイサービスの利用については、アンケート結果から、大変満足・満足している者の割合
が７０％を超えている。

・正規職員　１７人
・正規職員以外　９人（嘱託職員　７人、パート職員　２人）
・合計　２６人

平成21年度実績

社会福祉法人　三田谷治療教育院

平成２１年４月１日～平成２２年３月３１日（指定期間　平成２１年４月１日～平成２４年３月３１日）

施設名

所管課コメント

平成21年度実績

・「就園に向けて」、「家庭での支援」などをテーマとした保護者学習会を年６回開催し、育児や就
園への不安等の軽減を図った。
・児童デイサービス利用の保護者と一般市民対象の学習会を開催した。

・遊具・車両は、業者点検及び使用前後の目視点検を実施した。
・備品管理は、適正な使用方法を職員に周知徹底し、故障や破損の発生の予防に努め、特に子
ども目線に立った整備・修繕を実施した。

・通園は、単独通園、年齢別クラス編成により発達段階、障害特性に見合った療育を、心理療法
士などのセラピストと、保育士などにより実施するとともに、栄養士のもと食育を実施した。
・児童デイサービスは、親子療育を実施し保護者支援の充実を図った。
・運動会等の主要な行事のほか、毎月季節に応じた行事を実施し、子どもの豊かな情緒の形成
を意識した療育を実施した。
・市教育委員会と連携し、就園に関する相談援助を実施した。
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(2) 施設等の利用状況

①施設利用状況

②その他の利用
状況

(3) その他

①職員研修の実
施状況

②個人情報保護
の対応状況

③情報公開の実
施状況

④緊急時等への
対応状況

⑤その他

4 収支状況

①収支状況

②使用料等の収
入状況

5 所管課の評価（第一次評価）
評価項目 所 管 課 コ メ ン ト

顧客満足度

事業達成度

　保護者アンケート等の顧客満足度において概ね良好な結果が得られ、事業達成度でも、予想
を上回る利用があるなど、概ね事業計画どおり適正に実施されている。
　また、職員研修、個人情報保護や安全面での対応なども適正に実施されている。
　以上のことから、平成２１年度において、指定管理者による適正な管理運営がなされていると
判断する。
　今後とも、市の責任において適正かつ必要な指導、監督に努め、児童デイサービスの拡充な
ど、一層のサービス向上のため、良好な管理・運営の継続と、子どもに対する有効な療育などの
取り組みを求めていく。

平成21年度実績

その他の利用なし

＜通園療育施設の利用状況＞
・利用者数　延べ　６，６４６人
・利用率　８９．１％
・契約件数　３３人（定員３０人）
＜児童デイサービスの利用状況＞
・利用者数　延べ　１，２３７人
・１日平均利用者　５．４７人
・契約件数　５３人

・使用料収入　８４，３１８千円
　通園療育施設利用収入　７４，３０５千円
　児童デイサービス利用収入　１０，０１３千円
・その他収入　４２３千円　（本部からの繰入金（処遇改善給付費））

平成21年度実績

・内科検診を５月と１２月に２回実施するとともに、歯科検診を１１月に実施し、子どもの健康管理
に努めた。
・市が作成しているサポートノートを活用するため、職員と保護者を対象とした研修を実施し、幼
稚園や保育園への引き継ぎをスムーズに行った。

・明石市情報公開条例及び関係法令、別に法人で定める文書管理規定にしたがって、開示請求
があった場合は、情報を公開する。
・公開請求等はない。

・防火管理者を選任し、ふれあいプラザの共同防火管理協議会に参画している。
・６月と１２月にふれあいプラザとの合同で総合消防訓練・避難訓練を実施した。
・ヒヤリハット報告により、職員全員の防火・防災意識の向上を図っている。

・利用者ニーズに合わせた療育が行われているほか、ほぼ事業計画どおりに適正な運営や維
持管理が行われている。
・保護者の利用要望に応えるため、通園は、定員を超えて基準限度上限の利用者を受け入れて
おり、また、児童デイサービスは、第４四半期より実施単位の拡充が行われるなど事業運営に
対する積極的な取り組みが認められる。

・収入実績　１４７，４４９千円
　指定管理料　６２，７０８千円
　使用料　８４，３１８千円
　自主事業　０円
　その他　４２３千円

・支出実績　１１３，０３５千円
　人件費　８０，６５５千円
　管理費　２８，３４９千円
　負担金　３８５千円
　事業費　３，６３１千円
　その他　１５千円

平成21年度実績

・新型インフルエンザ対策やサポートノート・サポートブック研修等の内部研修を年間６回実施す
るとともに、外部研修（施設見学を含む）を年間１２回参加させ、児童への支援（療育）のスキル
アップに努めた。

所管課コメント

収支状況

・収支状況については、法人による経費削減の努力と、法人のネームバリューによる利用者増
に伴う使用料収入の増加の結果によるものと認められる。

所管課コメント

・保護者に対しては、契約時に説明、了解を得るとともに、職員に対しては明石市個人情報保護
条例及び関係法令に基づく取り扱いを徹底した。
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6 市の指導・監督状況

①定期報告

②実地調査・ミー
ティング

③利用者アン
ケート、苦情・要
望等への対応

④翌年度の事業
計画

⑤その他

7 市民サービスの向上

取り組みの内容

平成21年度実績

　月例、四半期及び年度の事業報告について、指定管理者との協定書において提出を義務づ
けている。
　月例報告については、利用実績、自主事業の実施状況及び職員勤務状況などをチェックし、
業務履行状況の確認を行い、必要な指導を行った。四半期報告では、職員研修の実施状況や
収支状況等もあわせて確認し、必要な指導を行った。年度の事業報告では、運営にかかる体制
や業務内容、自主事業実施状況及び施設の維持管理業状況などを総合的に確認するととも
に、修繕料及び備品購入費の精算報告書を提出させ、必要な指導を行った。

　施設の維持管理業務に重点を置いた実地調査を年２回実施し、施設や設備の不具合など主
に子どもに対する安全対策上の改善を指示するとともに、その改善指示に対し再度履行確認を
行った。
　また、月１回ミーテイングを行い、業務の執行状況などの聞き取りを行うとともに、緊急を要す
る場合は、適宜現地指導も含めた指導を行った。

　事業計画に基づき施設の設置目的に沿って管理運営をした。新設施設として、年度前半は通
園及び児童デイサービスの利用者（契約者）数の増加にあわせて子どもの療育・支援体制を整
え、施設維持管理についても子どもの目線に立った安全対策を実施した。年度途中からは、児
童デイサービスにおいて、利用希望者の増加に対応して実施単位を拡充した。
　緊急時対応として、職員全員が市民救命士の講習を受講し、ＡＥＤの使用法を習得した。
　職員の資質向上のため、各種の研修に受講・参加し、その成果を学習会など利用者サービス
の向上に結びつけた。
　自主事業は、利用者が知的障害児であり、通園施設では、保護者支援の充実のため学習会
を開催するなど保護者の育児や就園への不安などの軽減を図った。また、児童デイサービスで
も利用の保護者と一般市民を対象とした学習会を実施した。
　今後も、子どもに対する療育・支援の充実を図るとともに、あわせて保護者に対する支援につ
いても充実が図られるよう取り組みを進めていきたい。

平成21年度実績

　指定管理者が実施したアンケート調査の結果報告を受け、療育業務の実施方法などについて
改善するよう指導した。
　利用者からの苦情・要望等は、その対応結果とともに月例報告において報告させている。
　また、市へ直接寄せられた苦情・要望等に関しては、指定管理者へ事実関係を確認のうえ、児
童デイサービスの開始時間変更などの改善を行うよう、必要な指示を行った。

　翌年度の事業計画については、指定管理者との協議・検討を行い、９月末までに提出させ内
容を確認した。具体的に議論となったのは、自主事業の充実及び使用料の収入見込みという点
があり、協議内容を翌年度の事業計画に反映させるとともに、翌年度の指定管理料の改定につ
いても指定管理者の合意を得たうえで減額改定を行った。

　児童デイサービスの利用希望者の増加に伴う拡充について、事前協議を行い、第４四半期か
ら実施単位の拡充を実施した。今後、実施単位の拡充による職員勤務体制など運営面につい
て、適正に実施されているかなどを確認・指導する。
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8 行政評価委員会の評価（第二次評価）

（評価凡例）

評価項目 判　定

Ｓ

Ａ

Ｂ 適切な指導・監督があまり認められない

Ｃ 適切な指導・監督が認められない

Ｓ

Ａ

Ｂ

Ｃ 市民サービスの向上が認められない

市の指導・監督状
況

市民サービスの向
上

改善すべきポイント

・保護者間の集まりを私的なものに終わらせず、さらに細かい部分までの支援体制を継続できるように取り組ん
でほしい。
・事業者間のネットワークを構築させるようなサービスを提供してほしい。
・障害児の持つ才能をできるだけ開花できるような支援を引き続き継続してほしい。
・施設で働く職員に対する積極的な評価やケア等モチベーションの維持・向上に繋がる取組みを行ってほしい。

・保護者の意向を聞きながら社会参加について検討し、就学
後も見据えた継続性のある事業を実施している。
・アンケート結果に対し、具体的に年度中に対応を変更させ
るなど、迅速な改善が図られている。
・幼稚園等他の施設との連携に当たって、市が主体となって
取り組んでいる。
・デイサービスの利用者数と定員数の差を埋める方法を考
える必要がある。

・保護者ＯＢ会の設立に向けて取り組んでいる。
・アンケート実施にあたり、もっと市が主体的に行うべき。
・調査結果がよくフィードバックされている点は評価できる
が、その成果は現時点では不明。
・対象者数の把握が十分にできていない。
・新規施設ということで、指定管理としたことによる向上か否
かは不明だが、アンケート結果からは満足しているとうかが
える。
・発達支援センターを仲介して新たな事業に取り組んでい
る。
・新たな取り組み１年目ということで、まだ改善の余地がある
ためＳとはしなかった。

市民サービスの向上があまり認められない

内　　　容

適切な指導・監督が大いに認められる

適切な指導・監督が認められる

市民サービスの向上が大いに認められる

市民サービスの向上が認められる

評価項目 評価基準 判定
各委員の評価の理由

各委員の評価結果

市民サービスの向上
指定管理者制度の導入
後、市民サービスは向上
しているか

Ａ

市の指導・監督状況
施設の設置者として、指
定管理者に対し適切な指
導・監督ができているか

Ｓ

Ｓ Ａ Ｂ Ｃ

３人 １人 １人

Ｓ Ａ Ｂ Ｃ

１人 ３人 １人
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